
（1）　第４８１号

★文化講演
講師 おばたのお兄さん様

★文化講演
講師 おばたのお兄さん様

★弁論大会★弁論大会

テーマ

ポスターコンクール

（　　 ）１-２
羽須美

最優秀賞
　 森﨑菜々恵
優秀賞
　 藤原　小雪

（　　 ）3-4
出一

（　　 ）3-6
出一

令和７年度  学園祭令和７年度  学園祭令和７年度  学園祭令和７年度  学園祭
『Beyond imagination～想像以上の創造を～』

２位　　３年２組
第１位 ３年４組
学園祭　総合の部

２位　　３年４組
３位　　中学生Ｂ(中２,中３)

第１位 ３年２組
体　育　祭

弁論大会
最優秀賞
　 杉本　　凪
優秀賞
　 落合　稀音（　　 ）3-5

木次

クラス企画
第１位　３年６組
第２位　３年２組

第１位　２年３組
第２位　２年４組

第１位　１年４組
第２位　１年３組

中学生
高校３年生

高校２年生

高校１年生

９/1 文化祭（文化講演・ステージ発表・弁論大会）　９/2 文化祭（模擬店・クラス企画）　９/3体育祭（出雲ドーム） 

令和７年９月３０日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４８１

吹
奏
楽
部
・
合
唱
部
全
国
大
会

ア
ベッ
ク
出
場
決
定
!!

吹

奏

楽

部

高
等
学
校
の
部
金
賞
受
賞

３
年
連
続
17
度
目
の
全
国
大
会
出
場
決
定

第
66
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
大
会

時　

８
月
25
日　
　
　
　
　
　
　

於　

周
南
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

課
題
曲

：

Ⅲ　

マ
ー
チ
「
メ
モ
リ
ー
ズ
・
リ
フ
レ

イ
ン
」
／
伊
藤
士
恩

自
由
曲

：

楽
劇
「
サ
ロ
メ
」
よ
り　

７
つ
の
ヴ
ェ
ー

ル
の
踊
り
／
Ｒ
．シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

　

３
年
連
続
の
全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
、
生
徒

達
は
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
練
習
に
励
ん
だ
。

練
習
で
は
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
３
年
生
を

中
心
に
部
員
達
は
努
力
を
重
ね
て
本
番
に
臨
ん
だ
。

本
番
当
日
は
、
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

素
晴
ら
し
い
演
奏
で
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

年
々
中
国
地
区
の
学
校
の
レ
ベ
ル
は
高
く
な
り
、

ど
の
団
体
が
全
国
大
会
へ
推
薦
さ
れ
て
も
お
か
し

く
な
い
ほ
ど
の
好
演
奏
が
続
い
た
。
そ
の
中
で
も
、

本
校
は
高
い
評
価
を
得
て
金
賞
を
受
賞
し
、
目
標

と
し
て
い
た
３
年
連
続
17
度
目
と
な
る
全
国
大
会

の
出
場
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

全
国
大
会
で
は
島
根
県
、
中
国
地
区
の
代
表
と
し

て
更
に
良
い
演
奏
・
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
変
わ
ら

ず
精
進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
献
身
的

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
を
は

じ
め
、
卒
業
生
や
関
係
者
の
方
々
に
対
し
、
部
員
一

同
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。
（
顧
問　

原
田　

実
）

合　

唱　

部

高
等
学
校
の
部
金
賞
受
賞

全
国
大
会
出
場
決
定

第
92
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル

時　

９
月
７
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

は
つ
か
い
ち
文
化
ホ
ー
ル
ウ
ッ
ド
ワ
ン
さ
く
ら
ぴ
あ

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
歌
唱
規
定
人
数
は
40
名
以
内
で

奏
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。（
顧
問　

布
野
浩
志
）

吹

奏

楽

部

第
38
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
島
根
県
大
会

時　

９
月
21
日　
　

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

　

本
年
度
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
女
王
で
あ
っ
た
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
女
王
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
ラ
・
レ
ー

ヌ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
」
と
い
う
作
品
を
本
校
の
た

め
に
編
曲
し
て
い
た
だ
き
、
マ
ー
チ
ン
グ
に
取
り

組
ん
だ
。
８
月
下
旬
か
ら
は
本
格
的
に
練
習
を
再

　

本
年
度
の
学
園
祭
は
、

出
雲
だ
ん
だ
ん
と
ま
と

ア
リ
ー
ナ
、本
校
、出
雲

ド
ー
ム
を
使
用
し
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

文
化
祭
は
１
日
目
、

吉
本
興
業
所
属
の
芸
人

お
ば
た
の
お
兄
さ
ん
を

講
師
に
お
招
き
し
て
文

化
講
演
を
行
い
、
前
後

で
高
校
２
年
生
企
画
を

実
施
し
た
。
午
後
か
ら

本
校
に
て
弁
論
大
会
を

ラ
イ
ブ
配
信
で
行
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
中
学
生
、

高
校
１
・
３
年
生
、生
徒

会
企
画
と
工
夫
を
凝
ら

し
た
催
し
と
な
っ
た
。

　

３
日
目
は
体
育
祭
を

出
雲
ド
ー
ム
で
開
催
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

あ
る
が
、
本
校
合
唱
部
は
高
校
の
部
員
25
名
全
員

で
本
番
に
臨
ん
だ
。
数
的
な
劣
勢
は
否
め
な
い
な

が
ら
本
番
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
練
習
で
や
っ
て
き
た

こ
と
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に

北
陵
サ
ウ
ン
ド
を
繰
り
広
げ
歌
い
切
っ
た
。
結
果

４
年
ぶ
り
10
回
目
の
金
賞
を
い
た
だ
き
、
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
へ
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
国
の
レ
ベ
ル
を
視
野
に
、
更
に
高
み
を
目
指
し

て
表
現
の
精
度
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

第
64
回
島
根
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

時　

８
月
24
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

安
来
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ピ
ア

　

県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
中
学
生
部
員
が
新
た

に
加
わ
っ
た
り
、
課
題
曲
で
は
初
め
て
ラ
テ
ン
語

の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
の
曲
に
挑
戦
し
た
り
と
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
コ
ン
ク
ー
ル
の
時
と
は
違
っ
た
意
味
で
の
緊
張

感
を
感
じ
な
が
ら
の
本
番
で
あ
っ
た
。
本
番
ス

テ
ー
ジ
で
は
普
段
の
練
習
通
り
の
演
奏
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
金
賞
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
中
国

大
会
へ
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
の
で
、
基
本
に

戻
っ
て
、
更
に
音
楽
の
質
を
高
め
て
い
き
た
い
。

高
等
学
校
の
部
門
Ａ
グ
ル
ー
プ
金
賞
受
賞

全
国
大
会
出
場
決
定

第
64
回
中
国
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

時　

９
月
20
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

広
島
市
Ｊ
Ｍ
Ｓ
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ

　

中
学
生
、
高
校
生
部
員
27
名
が
参
加
し
、
課
題

曲
と
自
由
曲
の
２
曲
を
演
奏
し
た
。
特
に
課
題
曲

で
演
奏
し
た
パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ
の
「
聖
な
る
日
」

は
４
声
が
模
倣
し
な
が
ら
音
楽
が
展
開
し
て
い
く

形
式
で
、
歌
う
際
の
隊
形
も
工

夫
し
な
が
ら
本
番
ス
テ
ー
ジ
に

臨
ん
だ
。
本
番
で
は
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
し
っ
か
り
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
、
結
果
金
賞
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
課
題
も

多
く
、
全
国
大
会
ま
で
に
、
更

に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
演

開
し
、
約
３
週
間
程
度
と
い
う
短

い
練
習
時
間
だ
っ
た
が
、
生
徒
達

は
よ
く
努
力
し
、
本
番
で
は
素
晴

ら
し
い
演
奏
演
技
を
見
せ
、
会
場

を
魅
了
し
た
。
結
果
、
金
賞
を
受

賞
し
、
中
国
大
会
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
た
。

10
月
に
広
島
で
行
わ
れ
る
中
国

大
会
で
は
、
島
根
県
代
表
と
し
て

の
誇
り
を
持
っ
て
演
奏
演
技
が
で
き
る
よ
う
、
ま

た
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
精

進
し
て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

全国大会出場を決めた中学生と高校生 27名



第４８１号　（2）

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

時　

９
月
13
・
14
日　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

優
勝　

落
合　

遥（
2-3 

大社
）・
森
田
早
貴（
2-4 

大社
）ペ
ア

２
位　

今
田　

心（
1-3 

江津
）・
水
永
成
実（
1-3 

益東
）ペ
ア

３
位　
井
上
心
々
奈（
2-3 

羽須美
）・
牛
尾
真
緒（
1-2 

青陵
）ペ
ア

Ｂ
16　
曽
田
珠
凛
亜（
2-3 

大社
）・
谷　

心
愛（
1-2 

西郷南
）ペ
ア

◯
大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
最
初
の
公
式
戦

で
上
位
を
独
占
で
き
た
の
は

良
か
っ
た
。
新
人
戦
に
向
け

て
更
に
精
進
し
て
い
き
た
い
。

た
く
さ
ん
の
応
援
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

金
森　

快
）

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

時　

９
月
13
・
14
日　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

７
ペ
ア
が
新
人
戦
で
の
シ
ー
ド
権
獲
得

２
位　

富
岡
光
輝（
2-3 

大社
）・
川
原　

真（
2-4 

大一
）ペ
ア

３
位　

三
島
綾
太（
2-2 

出三
）・
山
下
柊
人（
2-5 

浜一
）ペ
ア

　
　
　

髙
野
幸
大（
2-3 

大一
）・
仲
津
想
大（
2-3 

青陵
）ペ
ア

Ｂ
８　

高
木
映
瑠（
2-4 

横田
）・
木
村
一
心（
1-3 

斐東
）ペ
ア

Ｂ
16　

河
野
穂
希（
2-3 

浜一
）・
三
上
瑛
大（
2-5 

羽須美
）ペ
ア

　
　
　

佐
藤
宏
祐（
1-4 

浜一
）・
金
森
剛
士（
2-3 

出三
）ペ
ア

　
　
　

杉
本　

凪（
1-2 

羽須美
）・
倉
本
晃
汰（
2-2 

出三
）ペ
ア

◯
大
会
総
評

　

優
勝
を
目
指
し
挑
ん
だ
大

会
で
あ
っ
た
が
、
一
歩
届
か

ず
悔
し
い
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
、
新
人

戦
で
は
団
体
・
個
人
と
も
優

勝
で
き
る
よ
う
し
っ
か
り
と

準
備
し
て
い
き
た
い
。
当
日
は
た
く
さ
ん
の
方

に
応
援
に
来
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

卓　

球　

部

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）

島
根
県
予
選
大
会

時　

９
月
12
〜
14
日　

於　

島
根
県
立
体
育
館

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

２
位　

三
好
蒼
空（
2-2 

北陵
）

３
位　
波
多
間
怜
偉（
1-3 

北陵
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

優
勝　

三
好
蒼
空
・
金
丸　

陽（
2-2 

北陵
）
組

２
位　

福
田
健
人（
2-5 

出一
）・
波
多
間
怜
偉
組

◯
大
会
総
評

　

２
年
ぶ
り
に
全
日
本
選
手

権
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
出
場
権

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
戦
で
の
入
賞
を
目
指
し
て
、

更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

っ
て
い
き
た
い
。 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

野　

球　

部

島
根
県
秋
季
高
等
学
校
野
球
大
会

時　

９
月
13
日　
　

於　

浜
田
市
野
球
場

出
雲
北
陵　

３

－

５　
江
津
・
江
津
工
業
・
浜
田
水
産

◯
大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
に
な
っ
て
初
め
て
の
公
式
戦
で
あ

っ
た
。
選
手
達
は
、
一
人
ひ
と
り
の
役
割
を
理

解
し
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
、
粘
り
強
い
試
合
を

展
開
し
た
が
あ
と
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
。
新
チ

ー
ム
結
成
以
降
、
日
を
追
う
ご
と
に
成
長
し
て

い
く
選
手
の
姿
に
、
来
年
度
の
飛
躍
を
期
待
し

た
い
。
当
日
は
遠
方
の
開
催
で
あ
り
ま
し
た
が
、

球
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 
（
顧
問　

畑　

宗
一
郎
）

テ

ニ

ス

部

島
根
県
テ
ニ
ス
新
人
大
会

時　

９
月
13
・
14
日　
　
　
　
　
　
　

於　

石
見
海
浜
公
園
・
益
田
運
動
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

Ｂ
16　

渡
部
悠
真（
2-2 

斐西
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

Ｂ
８　

渡
部
悠
真
・
高
橋
竜
也（
1-2 

平田
）

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

Ｂ
16　

石
原
麻
帆（
2-3 

斐西
）

○
大
会
総
評

　

８
月
末
の
出
雲
地
区
予
選
か
ら
地
道
に
コ
ツ

コ
ツ
と
練
習
し
た
成
果
が
県
大
会
で
実
証
さ
れ

た
こ
と
は
、実
に
素
晴
ら
し
い
。生
徒
は
上
位
を

目
指
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
更

に
精
進
し
た
い
。 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

優勝した落合・森田ペア

ダブルス優勝の三好・金丸組

陸
上
競
技
部

第
71
回
島
根
県
高
校
新
人
陸
上
大
会

時　

９
月
20
・
21
日

於　

益
田　
　
　
　

原　

泰
成（
2-2 

出三
）
棒
高
跳　
　
　
　

５
位

高
橋
優
澄（
2-5 

出一
）
二
年
男
子
5000
ｍ　

５
位

高
橋
昂
聖（
2-3 

出一
）
二
年
男
子
5000
ｍ　

６
位

大
野　

蓮（
2-2 

出三
）
や
り
投　
　
　
　

８
位

◯
大
会
総
評

　

今
大
会
は
夏
の
練
習
の
成
果
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
、
大
半
が
自
己
記
録
を
更
新
す
る
と
と
も

に
４
名
が
入
賞
し
た
。
ま
た
、
久
し
ぶ
り
に
出

場
し
た
400
ｍ
リ
レ
ー
も
バ
ト
ン
が
上
手
く
つ
な

が
り
、
今
後
へ
の
期
待
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
ト
ラ
ッ
ク
競
技
と
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
の
バ

ラ
ン
ス
も
よ
く
、
来
季
の
県
総
体
で
は
６
位
入

賞
を
成
し
遂
げ
中
国
大
会
出
場
を
目
指
し
た
い
。

 

（
顧
問　

別
所
美
喜
子
）

ダ
ン
ス
同
好
会

出
雲
神
話
ま
つ
り時　

８
月
23
日　
　
　
　
　

於　

大
津
神
立
河
川
敷
公
園

　

神
話
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
に
１
・
２
年
の
12
名

で
出
演
し
た
。暑
い
中
多
く
の

方
に
本
校
の
ダ
ン
ス
を
観
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

学
園
祭
に
向
け
て
の
練
習

と
並
行
し
な
が
ら
の
制
作
だ

っ
た
が
、
部
員
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
向
き

合
い
踊
る
こ
と
が
で
き
た
。
応
援
に
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

水
谷
円
香
）

写　

真　

部

令
和
７
年
度
撮
影
技
術
大
会

時　

９
月
５
・
６
日　
　
　

於　

三
瓶
国
立
青
少
年
の
家

　

大
会
は
東
京
工
芸
大
学
か
ら
講
師
を
招
き
、

撮
影
の
基
礎
を
学
び
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
技

術
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
年
度
で
20
年
以
上
の
長
き
に
亘
り
本
大
会
の

実
現
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
東
京
工
芸
大
学
名
誉

教
授
で
あ
る
内
藤
明
先
生
が
正
式
に
退
任
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
と
て
も
名
残
惜
し

い
気
持
ち
で
は
あ
っ
た
が
、
お
蔭
様
で
内
藤
先

生
最
後
の
大
会
に
相
応
し
い
実

り
多
き
大
会
と
な
っ
た
。本
校
写

真
部
員
達
は
非
常
に
熱
心
に
作

品
制
作
に
取
り
組
み
、楽
し
ん
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て

い
た
。こ
の
経
験
を
糧
に
撮
影
技

術
の
向
上
に
励
み
、写
真
を
通
し

て
視
野
を
広
げ
、自
ら
の
世
界
観

を
表
現
で
き
る
レ
ベ
ル
に
到
達

し
て
も
ら
い
た
い
。

 

（
顧
問　

村
上　

学
）

美　

術　

部

美
術
課
題
発
表
展

時　

８
月
31
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

一
学
期
に
制
作
し
た
授
業

作
品
や
部
活
動
作
品
、
夏
休

み
に
制
作
し
た
自
由
制
作
の

新
作
を
中
心
に
展
覧
会
を
行

っ
た
。

　

運
営
か
ら
受
付
ま
で
生
徒

が
主
体
的
に
活
動
し
、
各
自
の
真
摯
な
取
り
組

み
が
観
た
人
に
伝
わ
る
良
い
展
覧
会
と
な
っ
た
。

多
数
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

（
美
術
科　

石
倉　

正
）

第
64
回
島
根
県
高
等
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
64
回
島
根
県
高
等
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

時　

９
月
10
日　
　
　
　
　

於　

グ
ラ
ン
ト
ワ（
益
田
市
）

　

本
校
か
ら
は
ピ
ア
ノ
部
門
へ
１
名
、
弦
楽
器

部
門
へ
１
名
、
声
楽
部
門
へ
10
名
、
金
管
楽
器

部
門
15
名
、
木
管
楽
器
部
門
へ
23
名
の
計
50
名

が
参
加
し
た
。
参
加
生
徒
は
素
晴
ら
し
い
演
奏

を
披
露
し
、
結
果
は
次
の
通
り
と
な
っ
た
。

〇
金
管
部
門　
　

１
位　

神
薗
夕
彩（
2-6 

川内北
）

〇
木
管
部
門　
　

２
位　

柴
田　

華（
2-4 

小郡
）

　
　
　
　
　
　
　

３
位　

大
國
朔
也（
3-6 

大社
）

〇
弦
楽
器
部
門　

３
位　

宮
本
桃
子（
2-5 

出一
）

　

そ
の
他
、
各
部
門
で
本
年
も
多
く
の
生
徒
が

金
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
多
数
上
位
入
賞
を
果

た
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
日
頃
か
ら
ご
指
導
い

た
だ
い
て
い
る
音
楽
コ
ー
ス
の
先
生
方
、
応
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
皆
様
、
保
護
者

の
皆
様
の
お
蔭
で
あ
り
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
変
わ
ら
ず
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
変
わ
り
ま
せ
ず
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。 

（
音
楽
科　

竹
内
康
貴
）

会場の様子



（3）　第４８１号

強
み
を
見
つ
め
直
し
、
今
後
の
学
習
や
学
校
生
活

の
取
り
組
み
方
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

講
演
後
の
感
想
で
は
「
進
路
に
向
け
て
計
画
的
に

行
動
し
た
い
」「
自
分
の
将
来
を
主
体
的
に
考
え
て

い
き
た
い
」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

吹
奏
楽
部  

体
験
入
部

時　

９
月
14
日　
　
　

於　

本
校
黎
明
ホ
ー
ル

　

本
年
度
第
３
回
目
と
な
る
吹
奏
楽
部
の
部
活
動

体
験
を
開
催
し
た
。
県
内
外
か
ら
57
名
の
中
学
生

に
参
加
い
た
だ
き
、
本
校
吹
奏
楽
部
の
日
頃
の
練

習
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
回
は
マ
ー
チ
ン

グ
体
験
で
動
作
の
基
礎
練
習
と
行
進
曲
を
使
っ
た

簡
単
な
ド
リ
ル
演
技
を
行
っ
た
。
参
加
い
た
だ
い

た
中
学
生
と
本
校
吹
奏
楽
部
員
に
と
っ
て
有
意
義

な
時
間
と
な
っ
た
。

秋
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

時　

９
月
21
日

　

８
月
の
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
続
き
、

今
月
は
秋
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
た
。

夏
と
同
様
、
模
擬
授
業
・
受
験
講
座
を
実
施
し
、
そ

の
後
、
部
活
動
体
験
を
実
施
し
た
。
中
学
校
で
も

部
活
動
体
験
は
も
ち
ろ
ん
、
入
試
問
題
に
挑
戦
し

た
り
、
試
験
管
に
虹
を
作
っ
た
り
と
、
中
学
独
自

の
行
事
も
実
施
し
、
多
く
の
小
学
生
の
皆
さ
ん
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

中
学
校

卓　

球　

部

全
日
本
卓
球
選
手
権
カ
デ
ッ
ト
の
部
島
根
県
予
選
大
会

時　

９
月
６
日　
　

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

〈
Ｕ

－

13
〉

優
勝　

清
水
寛
生（
中1-2
藍見
）

２
位　

今
福
瀧
司（
中1-1
門沢
）

４
位　

金
田
悠
生（
中1-1
新町
）

〈
Ｕ

－

14
〉

２
位　

中
司
良
心（
中2
三里
）

３
位　

岡
本
悠
希（
中2
社
）

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

２
位　

中
司
良
心
・
岡
本
悠
希

◯
大
会
総
評

　

右
記
の
結
果
に
よ
り
、
Ｕ

－

13
の
部
お
よ
び
Ｕ

－

14
の
部
で
11
月
に
広
島
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

一
斉
書
写

一
斉
書
写

時　

８
月
27
日

　

今
年
度
２
回
目
の
全
校
生
徒
に
よ
る
「
一
斉
書

写
」
を
実
施
し
た
。
黙
想
か
ら
始
ま
り
、
墨
を
磨

り
、各
々
が
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、学

校
生
活
に
お
け
る
日
常
の
落
ち
着
き
や
授
業
に
臨

む
心
構
え
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
達
は
、

緊
張
感
の
あ
る
雰
囲
気
の
中
、
貴
重
な
時
間
を
過

ご
し
た
。

保
育
実
習

保
育
実
習時　

９
月
９
日

　

高
校
３
年
生
普
通
コ
ー
ス
の
保

育
系
列
選
択
者
が
出
雲
市
内
３
箇

所
の
幼
稚
園
、
保
育
園
で
保
育
実

習
を
行
っ
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の

雨
で
屋
内
の
み
の
活
動
と
な
っ
た

が
、
各
園
の
日
程
に
沿
っ
て
子
ど
も

達
と
一
緒
に
様
々
な
遊
び
を
行
っ

た
。
ま
た
、
各
園
の
先
生
方
の
温
か
い
ご
指
導
の

も
と
、
生
徒
達
が
事
前
に
準
備
し
て
い
た
遊
び
や

お
話
の
発
表
な
ど
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な

経
験
と
な
っ
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
実
習
施
設
の

皆
様
に
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

高
校
２
年
生
・
中
学
生
に
よ
る
除
草
作
業

高
校
２
年
生
・
中
学
生
に
よ
る
除
草
作
業

時　

９
月
５
日

　

今
年
度
３
回
目
と
な
る
校
地
内
、

外
周
の
除
草
作
業
が
実
施
さ
れ
た
。

今
回
は
高
校
２
年
生
と
中
学
生
全

員
に
よ
る
も
の
で
、
各
ク
ラ
ス
の

担
当
箇
所
の
草
取
り
や
落
ち
葉
集

め
を
行
っ
た
。
生
徒
達
は
残
暑
の

中
、
熱
心
に
作
業
を
行
い
、
気
持

ち
の
良
い
環
境
と
な
っ
た
。

進
路
講
話
（
進
路
選
択
と
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
）

進
路
講
話
（
進
路
選
択
と
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
）

　

９
月
８
日
㈪
、
本
校
１
年
生
を
対
象
に
進
路
講

演
会
を
実
施
し
た
。
進
学
希
望
者
・
就
職
希
望
者

問
わ
ず
全
員
が
参
加
し
、「
進
路
選
択
と
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
講
師
の

長
尾
真
一
先
生
よ
り
ご
講
演
を
い

た
だ
い
た
。

　

講
演
で
は
、
自
ら
の
将
来
像
を

描
く
こ
と
の
大
切
さ
や
、
社
会
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
力
を

身
に
つ
け
る
必
要
性
に
つ
い
て
具

体
例
を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ
い

た
。
生
徒
達
は
、
自
分
の
興
味
や

っ
た
。
本
校
代
表
の
白
根
は
、
社

会
に
お
け
る
多
様
な
生
き
方
に

つ
い
て
、
自
身
の
経
験
を
ふ
ま
え

て
発
表
し
た
。
弁
士
、
審
査
員
、

保
護
者
、
各
校
の
校
長
先
生
、
引

率
の
先
生
方
を
前
に
、
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
を
加
え
な
が
ら
自
分
の
思

い
を
伝
え
た
。
今
回
の
貴
重
な
体

験
を
今
後
の
中
学
生
活
に
生
か

し
て
欲
し
い
と
思
う
。（
担
当　

別
所
美
喜
子
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
６
回
島
根
県
Ｕ
15
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

中
部
地
区
１
次
予
選
会

時　

９
月
６
・
７
日　
　

於　

出
雲
市
総
合
体
育
館

１
試
合
目　

本
校　

76

－

38　

出
雲
二

２
試
合
目　

本
校　

130

－

15　

三
刀
屋

ブ
ロ
ッ
ク
決
勝　

本
校　

68

－

52

U
P ST

A
RT

優
勝　

県
大
会
出
場
決
定

◯
大
会
総
評

　

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

県
総
体
で
勝
て
な
か
っ
た

分
、
来
月
開
催
さ
れ
る
２

次
予
選
会
で
は
ベ
ス
ト
４
以
上
に
な
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
。
ご
声
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
顧
問　

多
々
納
厚
比
古
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
６
回
島
根
県
Ｕ
15
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

中
部
地
区
１
次
予
選
会

時　

９
月
６
・
７
日　
　

於　

出
雲
市
総
合
体
育
館

１
試
合
目　

本
校　

53

－

71

IZUMO DREAMS

２
試
合
目　

本
校　

101

－

24　

河
南
中

３
位
決
定
戦　

本
校　

51

－

40

Lum
inous

３
位　

県
大
会
出
場
決
定

○
大
会
総
評

IZU
M
O
 D
REA

M
S

へ
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果

た
せ
ず
悔
し
い
敗
戦
と
な
っ
た
も
の
の
、
チ
ー

ム
と
し
て
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
面
も
見
ら
れ

た
。
県
大
会
で
は
上
級

生
が
残
る
チ
ー
ム
に

も
果
敢
に
挑
み
、
勝
利

を
掴
み
た
い
。

（
顧
問　

和
田
拓
真
）

出
雲
科
学
館
理
科
学
習（
中
学
２
年
）

出
雲
科
学
館
理
科
学
習（
中
学
２
年
）

時　

９
月
９
日　

於　

出
雲
科
学
館

　

今
回
は
「
植
物
の
体

の
つ
く
り
と
は
た
ら

き
」
を
テ
ー
マ
に
、
出

雲
科
学
館
の
実
験
室

に
て
班
別
活
動
に
よ
る
実
験
実
習
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
光
合
成
が
葉
の
ど
こ
で
行
わ
れ
る
か
に

つ
い
て
確
認
を
行
い
、
そ
の
後
、
オ
オ
カ
ナ
ダ

モ
の
葉
の
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
作
製
し
、
双
眼
生

物
顕
微
鏡
観
察
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
十
分
に

光
を
あ
て
た
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
を
ヨ
ウ
素
液（
ヨ

ウ
素
ヨ
ウ
化
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
）
を
利
用
し
た

後
で
、
染
色
し
、
顕
微
鏡
観
察
を
行
っ
た
。
更

に
、
光
合
成
で
の
水
の
流
れ
を
確
認
す
る
た
め

に
、
赤
色
の
水
で
染
色
し
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と

菊
の
茎
を
ミ
ク
ロ
ト
ー
ム
で
薄
く
切
り
、
道
管

の
様
子
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
。

　

生
徒
達
は
真
剣
に
取
り
組
み
、『
ミ
ク
ロ
ト
ー

ム
の
使
用
方
法
』『
双
眼
生
物
顕
微
鏡
の
使
用
方

法
』『
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
作
製
方
法
』
そ
し
て
、実

際
の
『
植
物
細
胞
の
観
察
』
を
行
い
、
植
物
の

体
の
つ
く
り
と
は
た
ら
き
に
つ
い
て
、
楽
し
く
、

深
く
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

保

育

体

験

学

習

保

育

体

験

学

習

時　

９
月
16
日

　

３
年
生
が
家
庭
科
授
業
の
一

環
と
し
て
、
出
雲
市
内
３
箇
所

の
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
で

保
育
体
験
実
習
を
行
っ
た
。
生

徒
達
は
園
児
達
と
鬼
ご
っ
こ
な

ど
の
運
動
遊
び
や
虫
取
り
、
稲

刈
り
と
い
っ
た
活
動
を
一
緒
に

行
い
な
が
ら
、
幼
児
と
の
関
わ
り
方
や
発
達
の

特
徴
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
短
い
時
間
で
は
あ
っ

た
が
幼
児
と
触
れ
合
う
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
の
皆
様

に
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

第
21
回
少
年
の
主
張
出
雲
市
大
会
優
良
賞
受
賞

第
21
回
少
年
の
主
張
出
雲
市
大
会
優
良
賞
受
賞

７
令和

年度

時　

９
月
８
日　

於　

出
雲
市
役
所

弁
士　

白
根
洸
太（
中3
稗原
）

演
題　

「
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
に
向
け
て
」

　

今
年
も
市
内
の
15
校
の
生
徒
が
熱
弁
を
ふ
る
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皆
さ
ん
は
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
深
く
考

え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
僕
は
言
葉
遣

い
が
荒
く
て
後
悔
し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

僕
が
初
め
て
言
葉
に
対
し
て
違
和
感
を

覚
え
た
の
は
、
中
学
二
年
生
の
時
で
し
た
。

中
学
一
年
生
の
時
は
何
も
考
え
ず
に
発
し

て
い
た
言
葉
、
そ
れ
は
、

「
キ
モ
イ
。
う
ざ
い
。」

な
ど
の
相
手
を
傷
つ
け
る
言
葉
で
し
た
。

家
で
も
親
に
反
抗
し
て
暴
言
を
吐
く
と
き

も
あ
り
ま
し
た
。
部
活
に
疲
れ
、
帰
っ
て

く
る
の
は
七
時
す
ぎ
。
ハ
ー
ド
な
練
習
か

ら
帰
っ
て
き
た
僕
は
、

「
何
も
し
た
く
な
い
」

「
疲
れ
た
」

な
ど
の
言
葉
を
よ
く
使
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
親
に
何
か
言
わ
れ
る
た
び
に
、

「
話
し
か
け
ん
と
い
て
よ
。疲
れ
た
っ
て
言

っ
て
る
じ
ゃ
ん
。
も
う
う
る
さ
い
。」

そ
の
時
は
い
つ
も
反
抗
し
て
ば
か
り
で
、

言
葉
を
交
わ
す
だ
け
で
腹
を
立
て
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
親
か
ら
か
け
ら
れ
る
の

作
品
と
研
究

は
、

「
じ
ゃ
あ
、や
っ
て
お
く
ね
。
今
日
も
お
疲

れ
様
。
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
ね
。」

と
い
っ
た
温
か
い
言
葉
ば
か
り
で
し
た
。

　

中
学
二
年
生
の
あ
る
日
、
自
分
の
発
し

た
言
葉
に
後
悔
す
る
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
お
兄
ち
ゃ
ん
の
誕
生
日
で
し
た
。

お
兄
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
で
は
な
く
友
達
を

優
先
し
て
し
ま
っ
て
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に
は
、

「
お
兄
ち
ゃ
ん
と
過
ご
す
よ
り
友
達
と
過

ご
し
た
ほ
う
が
い
い
。」

そ
う
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
友
達
と

遊
ん
で
い
る
と
き
も
後
悔
し
て
い
ま
し
た
。

暴
言
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
や
っ
ぱ

り
お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
し
た
。
家
に

帰
り
、
お
母
さ
ん
の
前
で
泣
い
て
し
ま
い
、

こ
の
時
か
ら
自
分
が
発
言
す
る
言
葉
を
少

し
ず
つ
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

数
か
月
が
経
ち
、
お
母
さ
ん
の
誕
生
日

が
来
ま
し
た
。
そ
の
時
、
お
母
さ
ん
か
ら

あ
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
凪
が
小
さ
い
と
き
、お
風
呂
か
ら
上
が
っ

た
ら
必
ず
二
枚
の
手
紙
が
置
い
て
あ
っ
た

よ
。」

そ
れ
は
、
僕
と
お
兄
ち
ゃ
ん
が
置
い
た
手

紙
で
し
た
。
小
さ
い
頃
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
が

大
好
き
で
、
い
つ
も
手
紙
を
書
い
て
置
い

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
お
母
さ
ん
が
手
紙

を
開
く
と
い
つ
も
、「
お
母
さ
ん
大
好
き
だ

よ
！
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ね
！
」
そ
う

書
い
て
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
僕
は
、

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
感
謝
が
減
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
い
つ
も
部
活

が
で
き
て
い
る
こ
と
や
、
帰
れ
ば
ご
飯
が

で
き
て
い
る
こ
と
、
部
活
で
汚
れ
た
服
も

次
の
日
に
は
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
こ
と
に
感
謝
も
せ
ず
、

愚
痴
や
暴
言
を
吐
い
て
い
た
今
ま
で
の
自

分
の
行
動
を
と
て
も
後
悔
し
ま
し
た
。

　

中
学
三
年
生
最
後
の
大
会
。
中
国
大
会

で
全
国
大
会
の
切
符
を
つ
か
み
、
お
母
さ

ん
に
、

「
本
当
に
あ
り
が
と
う
。い
つ
も
味
方
に
つ

い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

そ
う
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
僕
は
高
校
生
に
な
り
、
家
を
離

れ
て
寮
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ

ん
が
仕
事
を
終
わ
ら
せ
た
後
に
毎
日
ご
飯

の
準
備
や
洗
濯
を
し
て
い

た
と
考
え
る
と
、
本
当
に

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
僕

は
た
ま
に
家
に
帰
る
と
き

に
は
必
ず
手
伝
い
を
す
る

よ
う
に
し
て
、「
あ
り
が
と

う
」
の
言
葉
を
か
け
て
い
ま

す
。
今
で
も
家
族
に
対
す
る

言
葉
遣
い
を
誤
る
と
き
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ

と
を
言
っ
た
ら
だ
め
だ
っ

た
な
と
反
省
し
、
気
を
つ
け

て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
こ
の
話
を
聞
い
て

い
る
皆
さ
ん
。家
族
に
対
す
る
言
葉
、友
達

に
対
す
る
言
葉
遣
い
は
ど
う
で
す
か
。
僕

は
、
言
葉
と
い
う
の
は
ナ
イ
フ
よ
り
も
鋭

い
凶
器
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
見
え
な
い

と
こ
ろ
か
ら
鋭
く
尖
っ
た
も
の
が
、
見
え

な
い
も
の
が
他
の
人
の
心
を
刺
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
う
し
た
行
為
に
自
覚
が
な
い

人
も
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
と
そ
れ
が
、
何

万
、
何
十
万
と
刺
し
て
く
る
。
そ
う
考
え

た
ら
、
あ
な
た
は
耐
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
。
き
っ
と
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
で

す
が
、
私
達
は
こ
の
よ
う
な
世
界
を
生
き

て
い
る
の
で
す
。
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
も

う
一
度
自
分
の
心
に
問
い
か
け
、
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

令
和
七
年
度　

学
園
祭

　

校
内
弁
論
大
会　

最
優
秀
賞

『
言
葉
は
鋭
い
凶
器
』

杉
本　
　

凪（
1-2 

羽須美
）

定
守
古
都
乃

（2-6）平田

今月の
 1枚

令
和
８
年
度
愛
鳥
週
間
用
ポ
ス
タ
ー
島
根
県
コ
ン
ク
ー
ル 

特
選


